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○自宅退院患者の利用サービス状況　※重複アリ、コミケア入院の再開も含む�
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実施日� 内容・講師等� 形式� 開催場所�

5月19日 講義� ４３名�
『認知症のコミュニケーション』について学ぶ　～認知症の方との係り方を知ろう～�
 日本看護協会認知症看護認定看護師　鈴木智子氏�

霞ヶ関南病院�
アネックスB棟2階研修室�

7月17日 講義� ３７名�
『地域を見守るネットワークについて2』�
 十文字学園女子大学　人間生活学部　准教授　佐藤陽氏�

霞ヶ関南病院�
アネックスB棟2階研修室�

9月10日 グループワーク� ４３名�『憩いの場づくり・地域の縁側づくり』について考えよう� 霞ヶ関南病院�
アネックスB棟2階研修室�

11月13日 シンポジウム� ４７名�『私達が地域の居場所を創ったわけ』について考えよう� 霞ヶ関南病院�
アネックスB棟2階研修室�

1月28日 講義� ４３名�
『住民のニーズを掘り起こし・結び付ける』～ボランティアアドバイザーのお仕事～�
ボランティアアドバイザー　木村房枝氏　鈴木裕子氏�

霞ヶ関南病院�
アネックスB棟3階研修室�

3月19日 グループワーク� ４０名�『地域の特性をまとめて、課題を考えてみよう』～わたしたちの地域ってどんなところ？～�
霞ヶ関南病院�
アネックスB棟4階研修室�

参加数�

実施日� 内容・講師等� 開催場所�

9月30日 １６名�元気で支えたい養成講座『介護予防とは？認知症ってどうしてなるの？』　日本看護協会認知症看護認定看護師　鈴木智子氏� 大東公民館�

10月14日 ２０名�元気で支えたい養成講座『認知症の予防に運動は効果的?!』　霞ヶ関南病院　理学療法士　岡持利亘氏� 大東公民館�

10月28日 １８名�元気で支えたい養成講座『認知症の予防に効く食事?!』霞ヶ関南病院　管理栄養士　渡部厚子氏� 大東公民館�

11月11日 １５名�元気で支えたい養成講座『楽しく認知症予防』霞ヶ関南病院　福祉レクリエーションワーカー　石戸谷美幸氏　原田拓矢氏� 大東公民館�

11月25日 １７名�元気で支えたい養成講座『わたしもあなたも今日から元気で支え隊！』　日本看護協会認知症看護認定看護師　鈴木智子氏� 大東公民館�

2月22日 １０名�元気で支えたい養成講座　フォローアップ研修� 大東公民館�

2月26日 １０名�元気で支えたい養成講座　フォローアップ研修� 霞ヶ関公民館�

10月21日 １７名�元気で支えたい養成講座『介護予防とは？認知症ってどうしてなるの？』　日本看護協会認知症看護認定看護師　鈴木智子氏� 霞ヶ関公民館�

11月4日 １９名�元気で支えたい養成講座『認知症の予防に運動は効果的?!』　霞ヶ関南病院　理学療法士　岡持利亘氏� 霞ヶ関公民館�

11月18日 １７名�元気で支えたい養成講座『認知症の予防に効く食事?!』霞ヶ関南病院　管理栄養士　渡部厚子氏� 霞ヶ関公民館�

参加数�

12月2日 １８名�元気で支えたい養成講座『楽しく認知症予防』霞ヶ関南病院　福祉レクリエーションワーカー　石戸谷美幸氏　原田拓矢氏� 霞ヶ関公民館�

12月16日 １８名�元気で支えたい養成講座『わたしもあなたも今日から元気で支え隊！』　日本看護協会認知症看護認定看護師　鈴木智子氏� 霞ヶ関公民館�

実施月� 内容� 講師等�

４月� ２２名�新要介護認定調査レクチャー� 川越市市役所　介護保険課認定担当　小山氏・富岡氏�

5月� ２０名�『介護報酬について』� 川越市市役所　介護保険課管理給付担当　新井氏・久津間氏�

６月� １３名�事例検討会　『食生活について』� 川越市地域包括支援センター　かすみ�

７月� ２０名�事例検討会　『成年後見について（経済管理）』� 居宅介護支援事業所　霞ヶ関南病院�

８月� １５名�事業説明� 川越市障害者相談支援センター�

９月� １１名�事例検討会　『本人と家族の思いにズレがあるケース』� 居宅支援事業所　あぜ道�

３月� １２名�アセスメントシート検討会� 川越市地域包括支援センター　かすみ�

10月� ２１名�事例検討会『２人暮らしで双方病を抱える在宅生活』� 居宅介護支援事業所　真寿園�

11月� １０名�事例検討会『日常生活の改善を検討する必要があるケース』� 居宅介護支援事業所　八瀬の里�

１２月� １３名�事例検討会『若年性アルツハイマー』� 笠幡介護サービス�

参加数�

１月� １７名�事例検討会『障害高齢者自立度と認知症高齢者自立度』� ケアセンターさくら草�

２月� ２０名�介護給付適正化事業について説明� 川越市役所　介護保険課�

実施日� 開催地域� 参加数�

5月18日 霞ヶ関（民生委員・児童委員）� ４５名�

7月10日 大東（民生委員・児童委員）� ４８名�

10月9日 霞ヶ関（上野地区）� ４６名�

8月21日 霞ヶ関（山伝地区）� ５６名�

実施日� 内　容（事例提出）� 開催場所�

6月9日 在宅介護支援センターエーデル・つばさ� 霞ヶ関南病院・研修室�

6月9日 在宅介護支援センター真寿園・つばさ� 霞ヶ関南病院・研修室�

10月13日 在宅介護支援センター真寿園・エーデル� 霞ヶ関南病院・研修室�

実施日� 内　容� 出張先�

4月17日 介護予防について� 山伝南自治会館�

7月12日 介護予防について� 日東町自治会館�

11月19日 新型インフルエンザの予防について� 大東南公民館�

10月9日 介護保険のサービスを利用するには� 大東公民館�

実施日� 内　容� 参加数�

10月6日 事業説明／包括紹介／高齢期の心と体の変化／介護予防とは／介護予防各論（栄養）� １７名�

10月20日 介護予防各論（口腔）／各論（認知症と運動の関係）／転倒骨折予防の講義・体操� １９名�

11月24日 介護予防の地域の活動状況／転倒骨折予防の講義・体操・実技発表� １８名�

11月10日 転倒骨折予防の講義・体操・実技発表� １８名�

12月4日 介護予防教室の見学／教室での体操発表� １７名�

12月22日 ボランティアとは／転倒骨折予防の体操・復習、活動場所の紹介� １７名�
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当院回復期リハビリテーション病棟における廃用症候群患者の特徴について�

回復期リハビリテーション病棟から安心な自宅退院をするための取り組み      �

回復期リハビリテーション病棟において更衣の援助に人型表示を導入した効果�

回復期リハビリテーション病棟における障害受容評価の試み�

自宅退院を決定する要因についての一考察�
～退院先未定から自宅退院を決意するまでの過程を探る�

播磨明恵（理学療法士）�

酒井太郎（作業療法士）�

田中友子（言語聴覚士） �

村松峻介（レクリエーションワーカー）     �

荒木友希（理学療法士）     �

山下孝江（理学聴覚士）     �

遠藤悟史（理学療法士）      �
�

中村裕香（健康運動実践指導者）     �
�

貝沼綾子（看護師）�

退院後の歩行能力の変化 ～歩行距離に着目して～ �

重度認知症患者に対する院内デイの取り組み       �

失語症患者における代償手段の積極的導入（第4報）      �

マルチルームでの活動を通して広がる交流～当院レクリエーションワーカーの取り組み～       �

歩行アシスト装置を使用した歩行訓練の効果について       �

長期介入から見えてきた訪問リハビリテーションのありかた～継続と終了を考える～       �

当院が取り組む短時間通所リハビリテーションのこれまでとこれから�
～短時間通所リハはどのような利用者に合っているのか？～ �

医療機関が運営する健康増進施設（第7報）�
～体力づくり教室（一般高齢者施策普及啓発事業）を通して運動習慣の定着と提案～�

終末期患者とのかかわりを通して～看取りへのチームアプローチ～       

通所リハビリにおける重介護者の嚥下障害に対する取り組み�

演　題� 演　者�

演　題� 演　者�

●第20回　全国老人デイ・ケア研究大会 2009宮崎       

●リハビリテーション・ケア合同研究大会 広島2009        

荒木桑実（言語聴覚士）�

演　題� 演　者�

●全国回復期リハビリテーション病棟連絡協議会　第15回全国研究大会   

伊藤　功（医師）     �

米田明美（看護師）     �

福島文子（看護師）�

栗崎智絵（看護師）     �

柴田賢（医療福祉相談員）�

■各研究大会等における発表演題および演者�
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1972 47

1976 51

1977 52

1978 53 98

1980 55 108

1980 55

1982 57 120

1982 57

1984 59 200

1985 60

1987 62 100

1988 63

1988 63

1990 2

1994 6

1998 10

1998 10 127

1998 10

1999 11

1999 11 36 50

1999 11 199

2000 12

2000 12

2000 12 5 42

2000 12 7 42 84

2001 13 10 36 86

2001 13 10 37 121

2002 14 3 37 158

2002 14 4

2002 14 6 SKIP

2003 15 5

2004 16 5 86

2004 16 7

2005 17 10

2005 17 11

2006 18 4

2006 18 7

2006 18 7 86 77

2006 18 9

2007 19 4 37 41 78

37 42 42 121

2007 19 8

2008 20 8

2009 21 5

2009 21 6 77

19

Chronology
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